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2025 年 1 ⽉ 10 ⽇ 
各位 
 

株式会社ドリーム・アーツ 
 

【⼤企業の情シス 500 名に聞いた「情報セキュリティ」に関する調査】 

9 割以上が概ね⼗分な対策ができていると回答した⼀⽅で、 
約 6 割が直近 1 年で情報セキュリティインシデントを経験 

役員の約 7 割がセキュリティ対策万全と回答 

 

⼤企業向けクラウドサービスのドリーム・アーツ株式会社（東京本社：東京都渋⾕区、広島本
社：広島県広島市、代表取締役社⻑：⼭本 孝昭、以下 ドリーム・アーツ）は、従業員数 1,000
名以上の企業に所属する経営層および情報システム部⾨ 500 名を対象に「情報セキュリティ」に
関する調査を実施しました。 

その結果、情報セキュリティに関する脅威への対策について、9 割以上（91%）が概ね⼗分な
対策ができていると回答したにも関わらず、約 6 割（63%）が過去１年間に情報セキュリティイ
ンシデントに遭遇していることがわかりました。 また、経営層の約 7 割がセキュリティ対策につ
いて万全と回答しています。 

 
■調査背景 

昨今のサイバー攻撃は⾼度化し、多くの企業で個⼈情報漏洩やランサムウェア攻撃の被害が発

⽣しており、企業の情報セキュリティ対策が攻撃者の進化する技術に追随しきれていない状況と

なっています。  
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こうしたなか、ドリーム・アーツでは情報セキュリティに関する意識と対策の実態を把握する

ため、従業員数 1,000 名以上の企業に所属する経営層および情報システム部⾨ 500 名を対象にイ

ンターネットによるアンケート調査を実施しました。 

 
■「重要な情報」のセキュリティ対策は万全と 9 割が回答 
 「重要な情報」のセキュリティ対策をどの程度実施しているか聞いたところ、「⼗分対策して

いる」は 52.6%、「おおむね⼗分だが改善の余地はある」まで含めると 91%にのぼりました（グラ

フ 1）。 

【グラフ 1：「重要な情報」のセキュリティ対策について】 

 
■過去 1 年間にセキュリティインシデントを経験した企業の割合は 63.4% 

「重要な情報」のセキュリティ対策が万全と回答する割合が９割にのぼるなか、過去１年
間にセキュリティインシデントの経験があるか聞いたところ、6割以上（63.4%）が、経験
があると回答しています。 ⼗分な対策をしていると回答する⼀⽅、実際には多くの企業
でセキュリティインシデントが発⽣している状況が判明しました（グラフ 2）。 

 

 【グラフ 2：過去１年間のセキュリティインシデント経験の有無】 
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インシデントのうち最も多かったものは「メールの誤送信」という社内起因のインシデント
ではあるものの、２位以降は「ランサムウェア攻撃」「マルウェア感染」「外部からの不正ア
クセス」と続いています（グラフ 3）。 多くの企業で外部からの攻撃によるセキュリティイ
ンシデントが発⽣しており、情報セキュリティに⼗分な対策がされていない状況が明らかにな
っています。  

 

【グラフ 3：過去 1 年間に経験したセキュリティインシデントの詳細】 

 
■「⼗分対策している」という回答が最も多いのは経営層 

9 割以上が⼗分と回答した情報セキュリティの対策状況について、役職別に分析した結果を⾒
ると、役員クラスでは 68%となり、「おおむね⼗分だが改善の余地はある」を含めると、管理職
（部⻑クラス）、経営層では、⾃社の情報セキュリティの現状について事実を把握できていない
ことが疑われる結果となっています（グラフ 4）。 

 

【グラフ 4：「重要な情報」に対する情報セキュリティ対策状況（役職別）】 
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■ SaaS ベンダー選定時は「第三者機関による認定」を重視 
SaaSベンダーの選定基準についての質問に対し、第三者機関による認定」をあげた回答者が

45.2%で⼀位となり、第三者機関による認証によりセキュリティが担保されると認識している傾向

が⾒られました。 多くの組織では技術基準について適切に評価することは重要視されていない傾

向が明らかとなりました（グラフ 5）。 

 

【グラフ 5：SaaS ベンダー選定の際に重視するセキュリティ対策の観点】 

 
■調査概要と資料ダウンロードについて 

今回発表した調査レポートの詳細は、以下の URL から無料でダウンロードいただけます。 

 

●調査レポート 

⼤企業の情報システム部⾨ 500 名に聞いた“情報セキュリティ”に関する調査 

【危険な過信！経営層のセキュリティ盲点が企業をリスクに晒す】 

  https://www.dreamarts.co.jp/report/dair-wp12/ 
 
[調査概要] 

● 調査対象：従業員数 1,000 名以上の⼤企業に勤めている経営層および情報システム部で 「重要な情報」を扱

っている⼈   

● 調査⽅法：インターネット調査 

● 有効回答数：500 名 

● 調査実施⽇：2024 年 11 ⽉ 22 ⽇（⾦）〜2024 年 11 ⽉ 25 ⽇（⽉） 

 

 

 

https://www.dreamarts.co.jp/report/dair-wp12/
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■2025 年 1 ⽉ 9 ⽇ セキュリティ調査に関する記者レクチャー 質疑応答集 
2025 年 1 ⽉ 9 ⽇（⽊）に「ドリーム・アーツ セキュリティ調査に関する記者レクチャー」を開催

しました。参加者からいただいたご質問とそれに対する回答をまとめましたので、以下の通りお知ら
せいたします。 
なお、ご理解いただきやすいよう、⼀部内容の加筆・修正を⾏なっております。 

 

●質疑応答集へのリンク 

https://www.dreamarts.co.jp/wp-content/uploads/2025/01/dair-wp12-qa.pdf 
 

 
■当社連結業績への影響  

本件による連結業績に与える影響は軽微であります。今後、業績予想を変更すべき事象が⽣じ
た場合は速やかに発表させていただきます。  
 

ドリーム・アーツは、今後も“協創”を理念に掲げ、「現場⼒強化」「企業競争⼒向上」に役⽴
つトータルソリューションを提供してまいります。 

 

株式会社ドリーム・アーツについて https://www.dreamarts.co.jp/ 
「協創する喜びにあふれる⼈と組織と社会の発展に貢献する」をコーポレート・ミッションに掲
げるドリーム・アーツは、「協創」を⾃ら体現することで、顧客の真のソリューションパートナー
として総合的な課題解決をお⼿伝いしています。  
主なサービスとして、⼤企業向け業務デジタル化クラウド「SmartDB®」、多店舗オペレーション
改⾰を⽀援する「Shop らん®（ショップラン）」、⼤企業の働き⽅を変えるビジネスコックピッ
ト「InsuiteX®（インスイートエックス）」などのクラウドサービスを開発・提供しています。  

  

 

 

<本件に関するお問い合わせ先>  

株式会社ドリーム・アーツ  

〒150-6029 東京都渋⾕区恵⽐寿 4-20-3 恵⽐寿ガーデンプレイスタワー29F 

広報担当 佐藤・⼟⾕・⼤場 

TEL：03-5475-2501 / 080-7023-7602 E-mail：pr@dreamarts.co.jp  

記載されている会社名および商品・サービス名は各社の登録商標または商標です。 

©2025 DreamArts Corporation. 
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